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「大正三年　大正博覧会全景図」（松山記念館蔵）

大正天皇の即位を祝って大正３年３月～７月、東京上野公園で開催。
不忍池の畔には日本初のエスカレーターも設置された。右上は、第一
回・第二回・第三回内国勧業博覧会が開かれた東京国立博物館の建物。
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「
近
代
的
短
床
犂
の
祖
」
と
い

わ
れ
て
い
る
松
山
原
造
の
発
明
し

た
犂
は
、
明
治
三
六
年
に
開
催
さ

れ
た
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で

有
効
三
等
賞
を
受
賞
し
、
表
彰
状

と
と
も
に
賞
牌
（
メ
ダ
ル
）
を
記

念
館
は
収
蔵
し
て
い
ま
す
。
授
与

さ
れ
た
こ
の
三
等
賞
と
は
ど
の
よ

う
な
価
値
を
持
っ
た
も
の
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
内
国
勧
業
博
覧

会
が
農
業
の
近
代
化
に
果
た
し
た

役
割
を
と
ら
え
る
と
と
も
に
、
賞

牌
の
位
置
づ
け
を
試
み
ま
し
た
。

【
殖
産
興
業
政
策
と
博
覧
会
】

　

明
治
政
府
は
、
国
家
の
経
済
を

発
展
さ
せ
て
軍
事
力
の
増
強
を
促

内
国
勧
業
博
覧
会
と
農
業
の
近
代
化

す
政
策
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

欧
米
列
強
国
に
追
い
つ
き
、
国
家

の
保
全
を
目
指
し
ま
し
た
。
そ
の

中
枢
を
担
っ
た
大
久
保
利
通
は
、

内
政
を
第
一
と
し
た
積
極
的
な
近

代
化
政
策
を
す
す
め
、
殖
産
興
業

政
策
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
内
国

勧
業
博
覧
会
は
、
殖
産
興
業
策
の

柱
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
博
覧
会
の
会
場
で
出
品 

者
や
入
場
者
が
優
れ
た
出
品
物
や

技
術
を
間
近
に
見
、
ま
た
比
較
を

し
て
技
術
普
及
の
場
と
な
る
こ
と

を
ね
ら
っ
た
の
で
す
。
第
一
回
は

明
治
一
〇
年
に
開
催
さ
れ
、
以
後

五
年
ご
と
に
開
か
れ
る
こ
と
が
決

め
ら
れ
ま
し
た
。

【
内
国
勧
業
博
覧
会
の
開
催
経
過
】

　

第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
は
明

治
一
〇
年
八
月
二
一
日
か
ら
一
一

月
三
一
日
ま
で
東
京
上
野
の
寛
永

寺
本
坊
跡
地
で
開
か
れ
ま
し
た
。

煉
瓦
造
り
の
美
術
館
を
中
心
に
し

て
機
械
館
・
園
芸
館
・
農
業
館
な

ど
が
設
け
ら
れ
、
四
五
万
人
を
超

え
る
入
場
者
を
数
え
ま
し
た
。
会

場
中
央
に
は
不
忍
池
か
ら
蒸
気
ポ

ン
プ
で
水
を
汲
み
上
げ
て
西
洋
式

噴
水
が
つ
く
ら
れ
、臥が
う
ん雲

辰た
っ
ち致

（
長

野
県
安
曇
野
市
堀
金
出
身
）
の
ガ

ラ
紡
績
機
の
出
品
が
話
題
を
よ
び

ま
し
た
。
臥
雲
式
紡
織
機
は
、
第

一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
鳳
紋
賞

を
受
賞
し
て
、
こ
れ
を
機
に
ガ
ラ

紡
織
は
全
国
に
広
ま
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
は
明

治
一
四
年
三
月
一
日
か
ら
六
月
三

〇
日
ま
で
東
京
上
野
公
園
で
開

催
。
新
築
に
な
っ
た
ば
か
り
の
コ

ン
ド
ル
設
計
の
東
京
国
立
博
物
館

本
館
（
関
東
大
震
災
で
損
壊
、
現

存
し
な
い
）が
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

機
械
動
力
で
は
、
人
力
か
ら
蒸
気

力
へ
の
移
行
を
示
す
出
品
が
あ
り

ま
し
た
。
入
場
者
は
八
二
万
人
。

　

予
定
で
は
明
治
一
八
年
に
開
催

す
る
は
ず
だ
っ
た
第
三
回
内
国
勧

業
博
覧
会
は
、
神
武
天
皇
即
位
二

五
五
〇
年
の
祝
祭
に
併
せ
て
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
明
治
二
三
年

三
月
二
六
日
か
ら
七
月
三
一
日
ま

で
東
京
上
野
公
園
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
日
本
初
の
電
車
が
、
現
在

の
東
京
文
化
会
館
と
科
学
館
の
間

を
走
り
ま
し
た
。
入
場
者
は
一
〇

二
万
人
。

　

第
四
回
は
、
明
治
二
八
年
四
月

一
日
か
ら
七
月
三
一
日
ま
で
京
都

府
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
安
遷
都

千
百
年
祭
と
同
時
開
催
し
、
東
京

遷
都
以
降
低
迷
し
た
京
都
の
経
済

を
活
性
化
し
た
い
と
い
う
市
民
の

熱
意
が
結
ん
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
平
安
神
宮
の
南
に
会
場
が
設

け
ら
れ
、日
本
初
の
市
街
電
車
（
市

電
）が
京
都
七
条
か
ら
平
安
神
宮・

伏
見
・
琵
琶
湖
疎
水
へ
と
敷
か
れ

て
京
都
は
多
く
の
人
出
で
活
気
づ

き
ま
し
た
。
前
年
、
開
催
の
準
備

を
進
め
て
い
た
中
、
日
清
戦
争
が

開
戦
し
、
金
属
工
業
や
機
械
に
関

係
す
る
産
業
は
需
用
の
増
加
・
事

業
繁
忙
に
よ
っ
て
出
品
が
困
難
と

な
り
、
鉱
業
・
機
械
部
門
の
出
品

数
が
減
少
し
ま
し
た
。
入
場
者
は

一
一
三
万
人
。

　

第
五
回
は
、
明
治
三
六
年
三
月

一
日
か
ら
七
月
三
一
日
ま
で
大
阪

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
阪
天
王

寺
を
主
会
場
と
し
て
農
業
館
・
林

業
館
・
水
産
館
・
工
業
館
・
台
湾
館
・

参
考
館
な
ど
が
建
て
ら
れ
、
第
二

会
場
の
堺
港
南
砲
台
跡
地
に
本
格

的
な
日
本
初
の
水
族
館
が
建
設
さ

れ
ま
し
た
。
参
考
館
は
将
来
の
万

博
を
意
識
し
て
設
け
ら
れ
、
そ
れ

ま
で
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
諸

外
国
、
一
四
カ
国
に
も
及
ぶ
国
の

製
品
が
展
示
さ
れ
、
中
で
も
ア
メ

リ
カ
製
の
自
動
車
八
台
の
出
品
は

注
目
を
集
め
ま
し
た
。
初
め
て
夜

間
開
場
が
さ
れ
、
各
館
に
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
つ
き
、
大
噴
水
が

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
夜
は
夜
景

と
余
興
を
楽
し
む
来
場
者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。
五
ヶ
月
間
に
四
三
五

万
人
が
訪
れ
最
先
端
の
技
術
で
開

発
さ
れ
た
新
製
品
や
目
新
し
い
遊

戯
具
に
人
々
は
楽
し
み
、
最
後
に

し
て
最
大
の
博
覧
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

莫
大
な
経
済
効
果
を
得
た
大
阪

内
国
勧
業
博
覧
会
の
成
功
は
、
博

覧
会
が
都
市
を
活
性
化
さ
せ
る
重

要
な
手
段
で
あ
る
こ
と
を
実
証

第五回内国勧業博覧会　絵はがき
天神橋は、大川（旧淀川）にかかる橋で、
明治31年に大阪で最初にできた鉄橋でし
た。浪花の三大橋のひとつとして親しま
れました。鋼製のトラス橋には博覧会場
を意匠化した飾りがつけられています
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し
、
次
回
第
六
回
は
万
国
博
覧
会

開
催
へ
と
の
期
待
が
高
ま
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
第
六
回
は
日
露
戦

争
後
の
財
政
難
に
よ
り
延
期
、
つ

い
に
は
中
止
と
な
り
、
内
国
勧
業

博
覧
会
は
第
五
回
が
事
実
上
最
後

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

【
農
業
用
具
の
授
賞
に
み
る
農
業

の
近
代
化
】

　

第
一
回（
明
治
一
〇
年
）で
は
、

出
品
物
を
府
県
別
に
陳
列
し
ま
し

た
。
審
査
報
告
資
料
の
確
認
が
で

き
ず
、
受
賞
の
詳
細
は
不
明
で
す

が
、
礒
野
七
平
（
福
岡　

博
多
）

の
犂
先
は
こ
の
時
、
龍
紋
賞
・
鳳

紋
賞
に
次
ぐ
花
紋
賞
を
受
賞
し
て

い
ま
す
。

　

第
二
回
（
明
治
一
四
年
）
か
ら

は
種
別
に
陳
列
し
、
出
品
者
相
互

の
競
争
心
を
煽
る
こ
と
を
目
的
と

し
ま
し
た
。
第
二
回
の
農
具
の
部

で
の
有
効
一
等
受
賞
は
、
開
拓
使

札
幌
工
業
局
出
品
の
西
洋
犂
・
西

洋
農
具
類
。
次
い
で
有
効
三
等
は

六
人
が
受
賞
し
、
「
鉄
製
農
具
各

種
」
鍛
冶
屋
村（
滋
賀
）、「
茶
ち
ゃ
ふ
る
い篩」

亀
山
重
蔵
（
静
岡
）、
「
鎌
」
本
山

勝
太
郎
（
長
野　

上
水
内
古
間
）、

「
稲
鑷（
稲
扱
）
」船
木
甚
兵
衛（
島

根
）、「
稲
鑷
」
三
島
久
平
・
岩
木

廉
蔵
（
島
根
）、
「
西
洋
犂
」
井
村

重
春
（
宮
城
）
で
し
た
。
井
村
重

春
の
「
西
洋
犂
」
は
「
夙
ニ
泰
西

農
具
ノ
便
益
ナ
ル
ヲ
知
リ
馬
耕
機

械
ヲ
模
造
シ
テ
之
を
地
方
ニ
拡

ム
、
唯
製
作
ノ
未
タ
精
巧
ナ
ラ
サ

ル
ヲ
遺
憾
ト
ス
。
若
シ
一
層
勉
励

ヲ
加
ヘ
ハ
不
日
望
ヲ
達
ス
ル
ヲ
得

ン
」
と
評
さ
れ
、
製
作
が
精
巧
で

は
な
か
っ
た
が
、
将
来
性
を
見
込

ん
で
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
具
で
は
鍬
・
鎌
・
篩
ふ
る
いと
い
っ

た
在
来
農
具
の
出
品
が
多
く
、
在

来
農
具
は
製
作
が
精
巧
で
低
価
格

の
も
の
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。
洋

式
農
具
で
は
、
有
効
一
等
賞
が
開

拓
使
札
幌
工
業
局
出
品
の
西
洋
農

具
類
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
泰
西

農
法
を
導
入
し
て
い
た
政
府
が
、

洋
式
農
具
の
出
品
を
期
待
し
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。
井
村
重
春
の
西
洋

犂
の
授
賞
は
、
洋
式
農

具
の
製
造
の
発
達
を
勧

奨
す
る
も
の
で
し
た
。

　

第
三
回
（
明
治
二
三

年
）の
農
具
の
部
で
は
、

一
等
賞
な
し
で
、
二
等

賞
は
六
人
が
受
賞
し
、

「
筋
溝
鎌
」
中
澤
雄
波

（
群
馬
）、
「
西
洋
形
再
墾
犂
」
深

野
正
之
助
（
北
海
道
）、
「
桑
切
包

丁
」松
永
兼
行（
群
馬
）、「
ス
ペ
ー

ド
・
フ
ォ
ー
ク
・
ホ
ー
レ
ー
キ
」

徳
田
直
太
郎
（
静
岡
）、
「
西
洋
形

犂
」
井
村
重
春
（
宮
城
）、
「
鍬
」

上
田
藤
兵
衛
（
島
根
）、
三
等
賞

は
四
五
点
で
、
鎌
類
一
六
・
稲
扱

一
二
・
桑
切
包
丁
類
四
・
洋
式
農

具
類
三
・
製
糸
用
具
二
・
鍬
二
・

そ
の
他
四
で
い
ず
れ
も
製
作
の
質

が
高
く
低
価
格
の
も
の
が
受
賞
し

て
い
ま
す
。

　

二
等
賞
の
半
数
は
洋
式
農
具
で
、

洋
式
農
具
の
導
入
を
重
視
し
て
い

た
こ
と
が
判
り
ま
す
。
犂
類
の
審

査
報
告
で
は
、深
野
正
之
助（
二
等
）

と
三
浦
治
郎
吉
（
茨
城　

三
等
）

の
「
西
洋
犂
」
の
図
を
掲
載
し
、

舶
来
品
に
比
較
し
て
廉
価
で
農
家

が
取
り
入
れ
や
す
い
と
述
べ
、
次

い
で
宮
原
菊
太
郎
（
福
岡
県
嘉
麻

郡
熊
田
村　

褒
賞
）出
品
の「
犂
」

（
抱
か
か
え
も
っ
た
て
す
き

持
立
犂
）
の
図
も
並
べ
、
福

岡
犂
の
有
効
性
を
説
い
て
い
ま

す
。
記
述
を
読
み
く
だ
い
て
抜
粋

す
る
と
「
古
来
、
中
国
以
南
の
地

方
で
行
わ
れ
て
、
い
ま
や
廃
れ
よ

う
と
し
て
い
る
粗
造
の
犂
す
ら
未

だ
全
国
に
普
及
し
て
い
な
い
…
こ

れ
は
従
来
福
岡
県
下
で
使
わ
れ
て

き
た
犂
で
抱だ
き
ず
き犂
あ
る
い
は
持も
っ
た
て
ず
き

立
犂

と
称
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
価

値
は
低
廉
中
の
最
低
廉
に
も
か
か

わ
ら
ず
効
用
は
普
通
の
犂
に
劣
る

こ
と
が
な
く
、
な
お
優
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。
こ
と
に
構
造
は
簡
単
で

犂
鑱
と
犂
板
（
犂
へ
ら
）
は
同
形

の
鋳
鉄
で
、
犂
体
は
主
と
し
て
杉

材
で
作
る
も
の
な
の
で
、
犂
鑱
二

有効三等賞牌　賞状

銅製。表には菊の御紋の
周囲に「神武天皇即位
紀元二五六三季」と刻ま
れ、「糸枠と反物」「歯
車」「パレット」など展
示品を表す十のデザイン
が。裏面は、正門を中心
に会場遠景が刻まれ、賞
牌位と「内国勧業博覧会
　明治三十六年」と浮き
彫りされています。 賞牌　表裏

「西洋犂」深野三之助
「第三回内国勧業博覧会審査報告」より

「犂」宮原菊太郎
「第三回内国勧業博覧会報告」より

松山原造が出品した「単鑱双用犂」
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持
立
犂
の
犂
先
を
作
る
鋳
造
業
を

営
ん
で
い
て
、
九
州
地
方
で
使
用

さ
れ
て
い
た
犂
先
の
大
半
は
福
岡

の
磯
野
七
平
鋳
造
所
と
深
見
鋳
造

所
で
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
両
鋳

造
所
が
完
成
犂
の
製
造
を
始
め
た

の
は
明
治
三
〇
年
こ
ろ
か
ら
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
の
最
初
は
、
礒

野
は
「
押お
し
も
っ持

立た
て
す
き犂

」
と
名
付
け
た

短
床
犂
を
製
作
、
深
見
も
同
じ
形

態
の
押
立
犂
の
製
作
を
始
め
て
い

ま
す
。
礒
野
は
そ
の
後
、
明
治
三

二
年
一
〇
月
か
ら
犂
壁
に
三
枚
の

鋳
鉄
板
を
取
付
け
、
な
か
の
二
枚

は
長
方
形
、
最
上
部
の
一
枚
は
犂

先
と
同
様
に
し
た「
大
間
押
立
犂
」

や
「
新
在
押
犂
」
の
製
造
を
は
じ

め
て
い
ま
す
。
同
じ
時
期
に
深
見

鋳
造
所
も
「
深
徳
大
間
犂
」
「
新

在
改
良
犂
」
と
称
す
る
も
の
を
製

個
（
代
価
お
よ
そ
一
〇
銭
）
を
購

入
す
れ
ば
容
易
に
自
家
製
で
き

る
。
但
し
、
初
心
者
は
耕
起
の
深

浅
や
畦
條
の
方
向
を
定
め
る
の
に

少
し
不
便
で
あ
る
が
、
二
～
三
週

間
使
用
し
て
操
作
に
慣
れ
れ
ば
、

土
壌
と
の
摩
擦
が
少
な
い
の
で
仕

事
が
最
迅
速
だ
け
で
は
な
く
耕
土

の
深
浅
を
自
由
に
し
て
土
片 

を
左
右
に
転
倒
さ
せ
る
こ
と
が
自

在
に
な
る
。
近
年
奥
羽
地
方
の
人

が
初
め
て
こ
の
犂
の
利
便
を
知

り
、使
用
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。

我
が
国
の
従
来
の
犂
を
圧
倒
し
て

西
洋
犂
流
行
の
段
階
に
な
る
ま
で

は
、こ
の
犂
が
あ
る
べ
き
で
あ
る
」

と
抱
持
立
犂
の
現
段
階
で
の
必
要

性
を
強
く
述
べ
て
い
ま
す
。
政
府

は
洋
式
農
具
の
導
入
を
め
ざ
し
な

が
ら
、
在
来
農
具
の
有
効
性
を
認

め
、
福
岡
犂
に
洋
式
農
具
流
行
ま

で
の
橋
渡
し
と
し
て
の
役
割
を
期

待
し
ま
し
た
。

　

第
四
回
（
明
治
二
八
年
）
で
の

農
業
用
具
の
出
品
は
、
出
品
数
は

増
加
し
ま
し
た
が
「
前
回
に
比
べ

て
異
な
る
こ
と
な
く
、
従
来
の
普

通
品
で
あ
る
」
と
審
査
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
桑
切
包
丁
や
稲
扱（
千

歯
扱
き
）・
鎌
が
多
数
受
賞
し
、
耕

賀
村
）
の
バ
タ
ー
を
高
く
評
価
し

た
記
述
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
わ
ず

か
一
頁
の
長
野
県
の
文
末
に
松
山

原
造
の
犂
に
つ
い
て
次
の
記
載
が

あ
り
ま
し
た
。「
小
県
郡
大
門
村

松
山
原
造
出
品
ノ
単
鑱
ニ
双
用
犂

ハ
洋
犂
中
ノ
回
転
犂
ニ
模
シ
鑱
ハ

全
然
和
犂
ニ
シ
テ
壁
ハ
鉄
板
ヲ
以

テ
洋
犂
ニ
疑
シ
タ
リ
実
用
ニ
堪
ユ

ヘ
ク
且
堅
牢
ナ
ル
ヘ
キ
カ
」
（
実

用
に
耐
え
、堅
牢
に
違
い
な
い
）と
。

　

第
五
回
に
お
い
て
も
洋
式
犂
へ

の
授
賞
が
目
を
引
き
ま
す
。
や
は

り
農
商
務
省
が
洋
式
農
具
の
導
入

を
重
視
し
て
い
た
現
れ
で
す
。
在

来
犂
の
犂
先
製
造
業
者
が
受
賞
を

重
ね
て
い
る
一
方
で
、
短
床
犂
の

萌
芽
期
に
出
現
し
た
松
山
原
造
の

双
用
犂
は
、
審
査
官
の
耳
目
を
集

め
、
新
鮮
に
捉
え
ら
れ
ま
し
た
。

【
抱
持
立
犂
か
ら
短
床
犂
へ
】

　

内
国
勧
業
博
覧
会
の
授
賞
か

ら
、
農
業
用
具
の
近
代
化
移
行
に

つ
い
て
見
え
る
こ
と
は
、
明
治
時

代
の
農
業
行
政
が
①
田
畑
を
耕
う

ん
す
る
犂
の
普
及
に
主
眼
を
お
い

て
い
る
こ
と
②
西
洋
犂
の
模
倣
か

ら
日
本
独
自
の
洋
式
犂
の
製
造
が

は
じ
ま
る
こ
と
に
期
待
し
て
い
た

こ
と
③
洋
式
犂
が
普
及
す
る
ま

う
ん
農
具
で
は
、
有
効
二
等
賞
に

「
洋
式
農
具
四
種
」谷
七
太
郎（
北

海
道
）、
有
功
三
等
賞
に
「
農
用

馬
具
一
組
」
黒
柳
喜
三
郎
（
北
海

道
）、
「
犂
頭
三
九
種
」
酒
見
理
平

（
福
岡　

三
瀦
郡
大
川
町
）、
「
犂

頭
六
種
」礒
野
七
平（
福
岡　

博
多
）

の
三
人
が
受
賞
し
た
に
と
ど
ま
り

ま
し
た
。
審
査
員
池
田
謙
蔵
（
元

三
田
農
具
製
作
所
長
）
は
「
こ
れ

か
ら
産
業
が
進
歩
し
労
力
が
騰
貴

す
る
の
で
、
そ
れ
に
備
え
て
農
家

や
農
具
製
造
者
は
農
機
具
の
発
明

や
洋
式
農
具
模
倣
の
取
り
組
み
を

広
め
る
べ
き
だ
」
と
指
摘
し
て
い

ま
す
。

　

洋
式
農
具
は
二
等
の
評
価
を

得
、
抱
持
立
犂
の
犂
先
製
造
者
、

礒
野
七
平
鋳
造
所
は
三
等
を
受
賞

し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
、
深
見
鋳

造
所
を
経
営
す
る
深
見
平
次
郎

（
福
岡　

博
多
）
は
三
等
に
次
ぐ

褒
状
を
受
賞
し
、
そ
の
授
賞
理
由

に
「
製
作
精
巧
ニ
シ
テ
製
額
頗
ル

多
シ　

以
テ
其
業
務
ニ
勉
励
ス
ル

ヲ
見
ル
」
と
あ
り
ま
す
。
深
見
の

犂
先
も
品
質
の
信
用
を
得
て
、
か

な
り
普
及
し
て
い
た
こ
と
が
判
り

ま
す
。

　

礒
野
・
深
見
と
も
に
当
時
は
抱

造
し
て
い
ま
す
。

　

第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
（
明

治
三
六
年
）
の
第
六
類
農
業
用
器

具
の
審
査
は
、
池
田
謙
蔵
を
は
じ

め
と
す
る
一
六
人
に
よ
っ
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
一
等
賞
は
な
く
、
二

等
賞
は
二
四
人
が
受
賞
し
、
そ
の

半
数
以
上
は
鋸
・
鎌
・
稲
扱
（
千

歯
扱
き
）
で
、
耕
う
ん
農
具
で
は

「
洋
式
犂
」
柴
田
勝
（
北
海
道
）、

「
大
鍬
」
畑
間
國
松
（
大
阪
）
の

二
人
で
す
。
耕
う
ん
農
具
の
三
等

賞
を
み
る
と
「
洋
式
犂
」
河
端
虎

吉（
北
海
道
）、「
洋
式
犂
」
佐
藤
久

蔵（
北
海
道
）、「
大
鍬
」
松
川
藤
市

（
大
阪
）「
洋
式
鋤
」
大
村
定
吉（
静

岡
）、「
単
鑱
両
用
犂
」
松
山
原
造

（
長
野
）「
犂
頭
」
礒
野
七
平（
福

岡
）、「
犂
頭
」深
見
平
次
郎（
福
岡
）

と
「
鍬
」
で
五
人
が
受
賞
し
て
い

ま
す
。「
審
査
概
況
」
に
は「
概
ね

前
回
と
同
じ
で
あ
ま
り
進
歩
が
な

い
。
耕
耘
・
播
種
器
械
の
発
明
品

で
実
用
に
適
す
る
も
の
が
少
な

い
」
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
っ
ぽ
う
、「
第
一
部（
農
業
館
）

　

審
査
報
告
」
に
は
、
県
別
に
審

査
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
野
県
で
は
、
蚕
卵
紙
と
薬
用
人

参
、
神
津
邦
太
郎
（
北
佐
久
郡
志

明治36年3月13日付
信濃毎日新聞　深見鋳造所広告
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で
、
土
壌
と
の
摩
擦
が
少
な
く
深

耕
に
適
し
た
在
来
の
抱
持
立
犂
に

信
頼
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
④
無
床

の
抱
持
立
犂
に
代
わ
る
短
床
犂
の

開
発
に
注
目
を
し
は
じ
め
た
こ
と

が
判
り
ま
す
。

　
松
山
原
造
は
、
明
治
三
〇
年
ご

ろ
か
ら
郡
の
農
事
教
師
と
し
て
福

岡
農
法
を
教
え
て
い
ま
し
た
。
抱

持
立
犂
に
よ
る
馬
耕
を
教
授
す
る

う
ち
に
、
操
作
が
し
や
す
く
作
業

能
率
の
上
が
る
犂
の
必
要
性
を
実

地
に
感
じ
、考
案
試
作
を
重
ね
て
、

犂
に
短
い
床
を
つ
け
て
操
作
を
安

定
さ
せ
尚
か
つ
犂
先
は
レ
バ
ー
で

左
右
の
反
転
を
切
り
替
え
る
装
置

を
も
っ
た
「
双
用
犂
」
を
明
治
三

三
年
一
一
月
に
完
成
さ
せ
ま
し

た
。
考
案
し
た
双
用
犂
は
、
原
造

が
崇
敬
し
て
い
た
長
野
県
立
小
県

甲
種
蚕
業
学
校
校
長
の
三み

好よ
し
よ
ね
く
ま

米
熊

博
士
に
「
単た
ん

鑱ざ
ん

雙そ
う

用よ
う

犂り

」
と
命
名

し
て
い
だ
だ
き
、
翌
年
の
明
治
三

四
年
春
に
特
許
出
願
を
し
、
そ
の

年
の
一
二
月
に
特
許
を
取
得
し
ま

し
た
。

　
内
国
勧
業
博
覧
会
へ
の
出
品
願

は
、
明
治
三
五
年
五
月
に
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
第
五
回
内
国
勧
業
博

覧
会
へ
の
出
品
は
小
県
甲
種
蚕
業

学
校
も
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
三

好
米
熊
博
士
の
勧
め
も
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
想
像
し
ま
す
。
明

治
三
六
年
三
月
二
日
付
の
信
濃
毎

日
新
聞
に
は
、
「
博
覧
会
彙
報
」

の
中
で
蚕
業
学
校
の
出
品
に
つ
い

て
大
き
く
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

試
験
繭
や
蚕
室
蚕
具
の
図
、
桑
の

苗
圃
の
様
子
な
ど
大
掛
か
り
な
展

示
が
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
信
濃
毎

日
新
聞
は
、
第
五
回
内
国
勧
業
博

覧
会
が
始
ま
る
と
、
連
日
、
博
覧

会
の
よ
う
す
を
伝
え
、
と
り
わ
け

蚕
種
・
生
糸
に
つ
い
て
は
詳
し
く

「
蚕
卵
紙
は
、
枠
製
で
沢
山
整
頓

さ
れ
て
い
る
。
見
物
人
は
、
＂さ

す
が
は
本
場
だ＂
と
誉
め
て
い

る
」と
伝
え
る
記
事
も
あ
り
ま
す
。

博
覧
会
の
三
分
の
一
の
面
積
を
占

め
て
い
た
の
が
工
業
館
で
、
そ
の

主
は
生
糸
の
出
品
で
し
た
。
長
野

県
は
生
糸
の
産
額
が
群
馬
県
を
凌

ぎ
、
全
国
一
位
と
な
っ
て
い
た
の

で
工
業
館
で
の
出
品
点
数
は
最
多

で
、
「
室
中
の
花
」
と
な
っ
て
い

た
と
よ
う
す
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
博
覧
会
授
与
式
は
七
月
一
日
に

挙
行
さ
れ
、
信
濃
毎
日
新
聞
は
七

月
四
日
に
長
野
県
の
博
覧
会
受
賞

者
名
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
長
野

県
の
受
賞
は
、
名
誉
金
牌
一
、
名

誉
銀
杯
三
、
一
等
賞
牌
一
〇
、
二

等
賞
牌
五
九
、三
等
賞
牌
一
二
八
、

褒
状
三
四
三
で
、
上
位
入
賞
に
は

生
糸
・
繭
・
蚕
種
・
大
麦
・
寒
天
・

造
林
の
分
野
が
占
め
て
い
ま
し
た
。

　
松
山
記
念
館
に
「
第
五

回
内
国
勧
業
博
覧
会
審
査

報
告
」や「
授
賞
人
名
簿
」

が
存
在
し
な
い
こ
と
、
日

記
に
受
賞
の
記
述
が
な
い

こ
と
か
ら
、
こ
の
時
松
山

原
造
に
は
農
業
用
具
出
品

者
の
中
で
ど
う
い
っ
た
評

価
を
得
た
の
か
伝
達
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
福
岡

の
礒
野
七
平
鋳
造
所
、
深
見
鋳
造

所
と
肩
を
並
べ
た
賞
牌
が
授
与
さ

れ
、
発
明
し
た
双
用
犂
が
審
査
官

た
ち
に
実
用
に
向
く
新
し
い
犂
と

し
て
評
価
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た

時
は
、
さ
ぞ
か
し
嬉
し
か
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

【
受
賞
と
製
品
価
値
】

　
偶
然
、
大
正
三
年
の
「
松
山
犂

説
明
書
」
に
表
紙
の
枠
飾
り
と
し

て
賞
牌
を
並
べ
て
あ
る
の
に
気
づ

き
ま
し
た
。
賞
牌
は
第
五
回
内
国

勧
業
博
覧
会
の
後
に
勧
業
博
覧
会

や
共
進
会
で
拝
受
し
た
も
の
で

す
。
そ
の
中
央
に
あ
る
の
は
、
第

五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
三
等
賞

牌
で
す
。
松
山
原
造
が
、
ど
れ
ほ

ど
こ
の
三
等
賞
牌
を
誇
り
、
大
切

に
し
て
き
た
か
が
解
り
ま
す
。

　
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
が
終

わ
っ
て
、
政
府
は
褒
賞
の
写
し
を

商
品
や
看
板
等
に
貼
り
付
け
る
こ

と
を
許
可
し
ま
し
た
。
授
賞
さ
れ

た
品
物
は
、
政
府
の
お
墨
付
き
を

得
た
こ
と
に
よ
り
信
用
が
増
加
し

ま
し
た
か
ら
、
第
五
回
内
国
勧
業

博
覧
会
開
催
中
の
信
濃
毎
日
新
聞

の
広
告
欄
は
受
賞
業
者
の
広
告
が

県
内
外
か
ら
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。内
国
勧
業
博
覧
会
の
褒
賞
は
、

出
品
者
奨
励
の
ほ
か
に
も
出
品
物

の
信
用
を
増
加
さ
せ
販
売
促
進
に

役
立
ち
ま
し
た
。

（
学
芸
員
　
田
中
壽
子
）

参
考
・
引
用
文
献

『
近
代
日
本
と
博
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会
―
明
治
政
府
の

内
国
勧
業
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覧
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万
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覧
会
・
共

進
会
政
策
―
』
平
成
一
五
年
　
國
雄
行

著
　
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究

成
果
報
告

『
日
本
の
鎌
・
鍬
・
犁
』
昭
和
五
四
年

　
大
日
本
農
会

『
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
審
査
報
告

　
第
三
冊
第
三
部
』
明
治
二
四
年
　
内

国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
（
以
下
　
事
務

局
と
表
記
）

『
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
報
告
』
明

治
三
〇
年
　
福
岡
県
内
務
部

『
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
審
査

概
況
』
明
治
三
六
年
　
事
務
局

『
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
審
査
報
告
』

明
治
三
七
年
　
事
務
局

『
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
報
告
書
』

明
治
三
七
年
　
大
阪
市
商
工
課

『
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
受
賞
名
鑑
』

明
治
三
六
年
　
神
戸
デ
イ
リ
ー
ニ
ュ
ー

ス
社

『
信
濃
毎
日
新
聞
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
』

第五回内国勧業博覧会出品願
と出品許可証の綴り

大正三年　松山犂説明書
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た
。
店
は
休
み
で
し
た
が
、
車
を

止
め
て
軒
下
に
並
ぶ
犂
を
見
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
松
山
犂
が
並
ぶ

中
に
一
点
、
て
い
ね
い
に
手
仕
事

で
作
り
上
げ

た
素
朴
な
双

用
犂
が
あ
り

ま
し
た
。
よ

く
見
る
と
犂

先
は
、
明
治
二
〇
～
三
〇
年
代
に

福
岡
の
農
業
教
師
が
全
国
に
馬
耕

を
教
え
歩
い
た
当
時
使
用
さ
れ
た

抱か
か
え
も
っ
た
て
す
き

持
立
犂
と
同
じ
犂
先
で
し
た
。

そ
の
双
用
の
犂
は
、
双
用
の
原
理

を
す
べ
て
木
で
作
り
込
ん
で
い

て
、
レ
バ
ー
を
動
か
す
と
犂
先
は

確
か
に
連
動
し
て
い
る
よ
う
で
し

た
。

　
松
山
㈱
の
創
業
者
松
山
原
造
が

明
治
三
四
年
に
特
許
を
取
っ
て
製

造
し
た
「
単
鑱
双
用
犂
」
の
双
用

の
原
理
を
作
り
出
し
て
、
従
前
か

ら
使
用
さ
れ
て
い
た
抱
持
立
犂
の

犂
先
を
は

め
て
完
成

さ
せ
た
模

造
品
で
は

な
い
か
と

推
測
し
ま

し
た
。

　
検
討
の

の
ち
に
、

そ
の
年
の

暮
れ
、

「
単
鑱
双

用
犂
」
の

比
較
展
示

資
料
と
し

て
購
入
を

し
ま
し

た
。

　
こ
れ
だ

け
、
丹
念
に
双
用
の
し
く
み
を
木

で
作
り
出
し
た
双
用
犂
の
製
作
者

は
一
体
ど
う
い
う
人
だ
っ
た
の
か

知
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
元
の

所
有
者
と
思
わ
れ
る
人
を
訪
ね
歩

い
た
と
こ
ろ
、
よ
う
や
く
辿
り
着

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
白
馬
村
岩
岳
山
麓
に
一
町
五
反

の
田
畑
を
代
々
受
け
継
い
で
き
た

と
い
う
昔
か
ら
の
豊
か
な
暮
ら
し

ぶ
り
が
う
か
が
え
る
家
で
し
た
。

家
か
ら
道
を
隔
て
て
蔵
が
あ
り
、

そ
の
蔵
の
二
階
に
馬
具
な
ど
と
と

も
に
犂
は
保
管
し
て
い
ま
し
た
。

犂
は
現
在
の
御
当
主
の
祖
父
、
松

沢
金
一
郎
さ
ん（
昭
和
二
六
年
没
、

享
年
六
一
歳
）
が
使
用
し
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
金
一
郎
さ
ん
は
、
農
具
の
刃
先

を
鞴
ふ
い
ごを

使
っ
て
直
す
ほ
ど
器
用
な

人
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
村
に
鍛
冶

職
人
は
い
ま
し
た
が
、
金
一
郎
さ

単た
ん

鑱ざ
ん

双そ
う

用よ
う

犂り

の
模
倣
犂

抱持立犂の犂先をもつ模倣犂

犂床　部分

犂を保管していた蔵

　
一
昨
年
、
長
野
県
北
安
曇
郡
小

谷
村
の
骨
董
店
の
軒
下
に
い
く
つ

か
の
畜
力
犂
が
置
か
れ
て
い
る
の

が
通
り
が
か
り
に
目
に
入
り
ま
し
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ん
は
鞴
を
家
に
備
え
て
、
ツ
ル
ハ

シ
や
万
鍬
な
ど
自
分
で
使
う
農
具

の
直
し
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
い
ま
も
掛
け
ら
れ
て
い
る

柱
時
計
を
金
一
郎
さ
ん
は
、
部
品

を
す
べ
て
廊
下
に
並
べ
て
よ
く
分

解
掃
除
し
て
い
た
と
語
り
継
が
れ

て
い
ま
し
た
。

　

金
一
郎
さ
ん
の
家
で
は
、
松
山

㈱
の
犂
を
使
っ
て
き
た
と
い
う
こ

と
か
ら
、
以
前
か
ら
所
持
し
て
い

た
抱
持
立
犂
の
犂
先
を
利
用
し

て
、
松
山
犂
と
そ
っ
く
り
同
じ
構

造
を
持
つ
犂
を
も
う
一
挺
、
自
家

用
に
試
作
し
た
こ
と
が
推
察
で
き

ま
す
。

　

犂
を
計
測
す
る
と
、
犂
轅
長
一

二
五
ｃ
ｍ
、
横
柄
巾
七
〇
ｃ
ｍ
、

犂
へ
ら
巾
二
二
・
五
ｃ
ｍ
、
犂
床

三
七
ｃ
ｍ
で
し
た
。

　

犂
轅
長
は
、
明
治
三
〇
年
代
の

単
鑱
双
用
犂
が
一
四
六
ｃ
ｍ
、
大

正
期
前
半
の
松
山
犂
が
一
三
八
ｃ

ｍ
で
、
犂
轅
長
が
一
二
五
ｃ
ｍ
に

な
る
の
は
以
降
の
こ
と
で
す
。
犂

の
木
質
は
軟
ら
か
く
、
杉
材
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
犂
で
着
目
し
た
こ
と
は
、

犂り
せ
ん箭
ボ
ル
ト
が
四
角
で
あ
る
こ
と

で
す
。
四
角
ボ
ル
ト
は
建
築
金
物

と
し
て
使
わ
れ
た
も
の
で
、
数
年

前
、
明
治
三
二
年
に
修
理
さ
れ
た

国
宝
・
唐
招
提
寺
金
堂
の
柱
等
に

三
百
個
を
超
え
る
四
角
ボ
ル
ト
が

使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
調
査
さ

れ
、
「
百
年
前
の
ボ
ル
ト
」
と
い

う
こ
と
で
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　

松
山
記
念
館
に
展
示
す
る
創
業

初
期
の
単
鑱
双
用
犂
も
犂
箭
ボ
ル

ト
は
四
角
ボ
ル
ト
を
使
っ
て
い
ま

す
。
建
築
金
物
と
し
て
流
通
が
は

じ
ま
っ
た
四
角
ボ
ル
ト
は
、
畜
力

犂
の
構
造
を
支
え
る
止
め
ね
じ
と

し
て
も
使
わ
れ
た
よ
う
で
す
。
そ

の
後
、
六
角
ボ
ル
ト
が
工
作
機
械

用
ボ
ル
ト
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
松
山
犂
も
ご
く
初
期
の

も
の
を
除
い
て
は
、
六
角
ボ
ル
ト

が
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
犂
も
創

業
初
期
の
松
山
犂
を
忠
実
に
模
し

て
、
犂
箭
を
固
定
す
る
ボ
ル
ト
と

し
て
四
角
ボ
ル
ト
を
使
用
し
て
い

ま
す
。

　

「
横
柄
ツ
ル
」
に
も
年
代
的
な

特
長
が
あ
り
ま
す
。
大
正
八
年
発

行
、
松
山
犂
製

品
説
明
書
の
部

品
定
価
表
の
図

に
あ
る
横
柄
の

ツ
ル
は
直
棒
で
、

レ
バ
ー
の
掛
け

止
め
が
な
い
こ

と
か
ら
、
横
柄

ツ
ル
に
レ
バ
ー

の
掛
け
止
め
が

施
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は

そ
れ
以
後
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と

か
ら
、
こ
の
抱

え
持
立
犂
の
犂

先
を
も
つ
模
造

双
用
犂
は
、
四

角
ボ
ル
ト
を

使
っ
て
は
い
る

も
の
の
掛
け
止
め
の
あ
る
横
柄
ツ

ル
の
装
着
使
用
年
代
か
ら
す
る

と
、
横
柄
ツ
ル
が
後
に
付
け
替
え

ら
れ
た
こ
と
も
想
像
で
き
ま
す

が
、
大
正
期
後
半
以
降
に
完
成
し

た
こ
と
が
類
推
で
き
ま
す
。

（
学
芸
員　

田
中
壽
子
）

単鑱双用犂とその部位の名称

抱持立犂

犂
釣

耕
槃

犂
先

犂
床

犂
へ
ら

犂
箭

犂
轅

犂
箭
ボ
ル
ト

犂
身

レ
バ
ー

横
柄
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平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
五
日
松
山
記

念
館
主
催
、
上
田
市
・
上
田
市
教
育
委
員

会
後
援
で
、
松
山
株
式
会
社
三
階
ホ
ー
ル

に
て
、
第
十
八
回
文
化
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
、
川
辺
農
研
産
業
㈱
取
締
役
会

長
川
辺
久
男
氏
を
お
願
い
し
、 
メ
リ
ー
テ

イ
ラ
ー
用
犂
の
開
発
秘
話 

を
テ
ー
マ
と
し

て
講
演
さ
れ
た
。（
聴
講
者
一
五
九
人
）

　

講
演
会
に
先
立
ち

主
催
者
を
代
表
し
て

理
事
長
が
挨
拶
に
立

ち
、
今
講
演
会
の
ご

後
援
を
頂
い
た
上
田

市
、
上
田
市
教
育
委

員
会
を
代
表
し
て
ご

出
席
頂
い
た
佐
藤
清

正
丸
子
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
次
長
様
と
、

ご
多
忙
の
な
か
本
日
の
講
演
を
お
引
き
受

け
頂
い
た
川
辺
久
男
様
に
お
礼
を
述
べ
、

「
先
生
は
戦
後
に
よ
り
ま
し
て
復
員
後
鴻

巣
の
農
林
省
農
事
試
験
場
の
技
官
と
し
て

農
業
機
械
の
技
術
研
究
に
携
わ
っ
て
来
ら

れ
、
そ
の
後
細
王
舎
に
移
ら
れ
メ
リ
ー
テ

イ
ラ
ー
の
普
及
に
ご
尽
力
を
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

特
に
そ
の
メ
リ
ー
テ
イ
ラ
ー
に
輸
入
プ

ラ
ウ
の
適
応
性
に
限
界
を
感
じ
、
畜
力
犂

の
利
用
を
考
え
、
メ
リ
ー
テ
イ
ラ
ー
の
犂

耕
を
完
成
さ
せ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
そ

の
後
、
独
立
さ
れ
㈱
川
辺
農
業
機
械
研
究

所
を
設
立
、
各
種
農
業
機
械
の
開
発
に
ご

尽
力
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
長
年
の
経
験
と
実
績
、
そ
し

て
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
も
っ
て
ト
レ
ン

チ
ャ
ー
総
合
メ
ー
カ
ー
と
し
て
ご
活
躍
さ

れ
て
お
り
業
界
の
第
一
人
者
と
あ
る
こ
と

は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
長
ら
く
先
駆
者
的

指
導
者
的
役
割
を
果
た
し
て
こ
ら
れ
た
先

生
の
格
調
高
い
お
話
し
を
伺
え
る
と
思
い

ま
す
の
で
御
静
聴
く
だ
さ
い
」
と
開
会
の

挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
佐
藤
丸
子
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

次
長
よ
り 

ご
挨
拶
を
頂
い
た
後
講
演
に

入
っ
た
。

　

講
演
は
、
昭
和
二
十
一
年
七
月
に
農
林

省
農
事
試
験
場
鴻
巣
試
験
地
に
入
り
農
機

具
の
研
究
室
に
配
属
さ
れ
、
故
松
山
篤
会

長
と
の
馴
れ
そ
め
か
ら
入
り 

故
松
山
篤
会

長
は
鴻
巣
の
大
先
輩 

当
時
松
山
犂
の
社
長

が
よ
く
試
験
場
に
来
ら
れ
、
犂
に
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
い
ろ
教
え
て
貰
い
ま
し
た
。
こ

の
わ
け
は
、
松
山
さ
ん
は
何
と
鴻
巣
（
農

機
具
研
究
室
）の
大
先
輩
だ
っ
た
の
で
す
。

つ
ま
り
先
輩
が
後
輩
を
指
導
し
て
下
さ
っ

た
の
で
す
。
松
山
社
長
は
大
学
を
卒
業
し

て
松
山
犂
製
作
所
に
入
る
前
に
鴻
巣
の
試

験
場
に
内
地
留
学
さ
れ
て
い
た
ん
だ
そ
う

で
す
。
で
す
か
ら
「
お
れ
は
お
前
達
の
先

輩
な
ん
だ
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
し
て
、
長

い
間
ご
指
導
い
た
だ
い
た
の
で
、
普
通
の

関
係
で
は
な
く
、
師
弟
の
関
係
と
い
う
感

じ
が
心
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

　

終
戦
か
ら
昭
和
二
十
四
年
頃
ま
で
（
戦

時
中
の
軍
需
工
場
が
、
仕
事
が
無
く
鍋･

釜

を
作
っ
た
）
時
代
は
、
農
機
具
が
不
足
し

て
い
た
の
で
売
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
軍

需
の
転
換
工
場
が
一
見
す
る
と
よ
く
真
似

て
い
る
犂
の
イ
ミ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
作
っ
て

「
見
て
貰
い
た
い
」
と
試
験
場
に
持
ち
込

ま
れ
た
が
、
不
思
議
な
も
の
で
、
う
ま
く

耕
こ
せ
な
い
、
つ
ま
り 

実
用
化
で
き
な
い

も
の
ば
か
り
で
、
犂
の
難
し
く
て
、
奥
が

深
く
て
、
面
白
い
も
の
だ
と
つ
く
づ
く
感

じ
た
も
の 

で
し
た
。
こ
の
よ
う
に 

戦
後

し
ば
ら
く
は
畜
力
利
用
農
機
が
主
流 

で

あ
っ
た
が
昭
和
二
十
五
年 

「
朝
鮮
戦
争
」

の
特
需
発
生 

で
日
本
の
産
業
経
済
界
に
活

気 

を
呈
し
、農
機
業
界
も
恩
恵
に
浴
し
た
。

　

こ
の
頃 

久
保
田
鉄
工
所
（
現
㈱
ク
ボ

タ
）、
井
関
農
機
㈱
、
佐
藤
造
機
（
現
三
菱

農
機
㈱
）
が
、
新
し
く
ロ
ー
タ
リ
ー
耕
う

ん
機
の
分
野
に
参
入 

し
、
多
数
の
耕
う
ん

機
の
中
に
は
、
劣
悪
な
品
質
の
も
の
や
耕

う
ん
性
能
が
著
し
く
劣
る
も
の
な
ど
も
販

売
さ
れ
、
一
部
社
会
問
題
と
な
り
、
昭
和

二
十
七
年
に 

第
一
回
耕
う
ん
機
の
国
営
検

査 

が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
時
耕
う
ん
機
は

耕
う
ん
方
式
に
よ
っ
て
ク
ラ
ン
ク
式
三
社
、

ス
ク
リ
ュ
ウ
式
一
社
、
ロ
ー
タ
リ
ー
式
十

二
〜
三
社
が
受
験
し
、三
日
目
に
あ
る
メ
ー

カ
ー
が
従
来
の
ロ
ー
タ
リ
ー
爪
と
は
全
く

正
反
対
の
考
え
方
を
も
っ
た
ナ
タ
爪
を
つ

け
て
受
け
、
ロ
ー
タ
リ
ー
軸
に
ワ
ラ
や
稲

株
の
ま
き
つ
き
が
ほ
と
ん
ど
な
い
、
よ
い

成
績
を
出
し
た
。
す
る
と
翌
日
か
ら
の
試

験
で
は
ロ
ー
タ
リ
ー
式
は
、
す
べ
て
ナ
タ

爪
化
し
た
事
に
驚
か
さ
れ
た
。 

後
で
聞
い

た
話
、
で
検
査
が
行
わ
れ
た
長
岡
市
内
の

鍛
冶
屋
さ
ん
が
徹
夜
で
ナ
タ
爪
作
り
を
さ

れ
た
こ
と
を
知
り 

民
間
活
力
に
脱
帽
し
た 

次
第
で
す
。
昭
和
二
十
八
年
八
月
脱
穀
機

メ
ー
カ
ー
の
細
王
舎
か
ら 

メ
リ
ー
テ
イ

ラ
ー
の
鑑
定
依
頼 

が
あ
っ
た
が
、
耕
う
ん

試
験
で
は
跳
び
は
ね
て
土
に
入
っ
て
行
か

な
い
し
、
牽
引
力
試
験
で
は
２
・
２
馬
力

／
３
６
０
０
回
転
な
が
ら
車
輪
の
牽
引
力

が
、
足
り
な
い
の
で 
「
農
用
と
し
て
の
実

用
性
は
難
し
い
」 
と
鑑
定
評
価
し
た
。
し

か
し
構
造
が
簡
単
で
し
か
も
全
重
量
が
四

十
五
㎏
（
当
時
の
耕
う
ん
機
の
十
分
一
）

と
い
う
小
さ
な
耕
う
ん
機
に
興
味
が
そ
そ

ら
れ
、
販
売
店
の
意
見
を
聞
い
た
ら
ど
う

か
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

そ
の
後
、
販
売
店
の
情
報
も
ヒ
ン
ト
に

果
樹
園
や
傾
斜
地
で
使
え
る
こ
と
が
わ
か

り
四
十
〜
五
十
台
か
ら
輸
入
が
始
ま
る
。

し
か
し
ど
う
し
て
も
ニ
ー
ズ
の
高
い
水
田

用
の
テ
イ
ラ
ー
が
、
必
要
と
な
り
細
王
舎

か
ら
「
リ
ク
ル
ー
ト
」
さ
れ 

農
林
省
を
退

職
し
、
㈱
細
王
舎
に
入
り 

テ
イ
ラ
ー
用
の

和
犂
、
和
犂
用
の
水
田
車
輪
、
水
田
代
掻

き
車
輪
、
代
掻
き
レ
ー
キ
の
試
作
を
完
了

し
た
。
そ
こ
で
犂
メ
ー
カ
ー
に 

テ
イ
ラ
ー

用
和
犂
の
量
産
依
頼 

を
す
る
が
断
ら
れ
、

し
か
た
な
く
社
内
で
量
産
す
る
が
受
注
量

を
こ
な
す
の
は
大
変
で
し
た
。
手
掛
け
て

半
年
ほ
ど
た
っ
た
昭
和
二
十
九
年
十
一
月

農
機
輸
出
展
で
松
山
篤
社
長
に
会
「
素
人

は
怖
い
な
」
と
言
わ
れ
な
が
ら
も
生
産
を

依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
う
し
た
テ
イ
ラ
ー
用
犂
の
開
発
を
通

し
て
、 

経
営
者
は
い
つ
も
時
代
の
流
れ
、

変
化
を
的
確
に
つ
か
む
こ
と
が
い
か
に
重

要
で
あ
る
か
を
実
感
し
ま
し
た 

。
と
講
演

を
締
め
た
。

☆
平
成
二
十
一
年
十
二
月
九
日
（
水
）
協

同
サ
ー
ビ
ス（
株
）二
階
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、

第
二
十
二
回
理
事
会
、
第
二
十
四
回
評
議

員
会
が
開
催
さ
れ
平
成
二
十
二
年
度
事
業

計
画
書
（
案
）･

同
予
算
書
（
案
）
及
び
新

公
益
法
人
制
度
施
行
に
対
す
る
取
組
み
状

況
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
出
席
者
全
員
の

承
認
を
得
て
終
了
さ
れ
た
。

☆
平
成
二
十
二
年
二
月
十
日
（
水
）
協
同

サ
ー
ビ
ス
（
株
）
二
階
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、

第
二
十
三
回
理
事
会
、
第
二
十
五
回
評
議

員
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
二
十
一
年
度
事

業
報
告
書
及
び
収
支
計
算
書
並
び
に
財
務

諸
表
（
貸
借
対
照
表
、
財
産
目
録
、
正
味

財
産
増
減
計
算
書
、
財
務
諸
表
の
注
記
、

計
算
書
類
の
付
属
明
細
書
）
の
承
認
の
件

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
出
席
者
全
員
の
承

認
を
得
て
終
了
さ
れ
た
。

　

松
山
株
式
会
社

の
平
成
二
十
二
年

度
新
入
社
員
は
、

四
月
一
日
（
木
）

の
入
社
式
終
了

後
、当
館
を
訪
れ
、

松
山
株
式
会
社
創

業
以
来
の
歴
史
を

研
修
し
た
。

総
数 　
　
　
　
　
　

一
、
四
八
九
名

〈
内
訳
〉

　
　

県
外
（
含
外
国
）　

七
二
、
八
％

　
　

東
信　
　
　
　
　

 

一
九
、
三
％

　
　

北
信　
　
　
　
　
　

 

五
、
二
％

　
　

中
信 　
　
　
　
　
　

二
、
二
％

　
　

南
信 　
　
　
　
　
　

〇
、
五
％

　
　

理
事   

中
山 

忠
義
氏�

22･

５･

22

　

中
山
氏
は
、
当
記
念
館
創
設
時
以
来
評

議
員
、
そ
し
て
平
成
十
五
年
一
月
よ
り
理

事
の
役
職
を
努
め
ら
れ
記
念
館
運
営
に
ご

尽
力
頂
き
ま
し
た
。

　

衷
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

日
時
・
平
成
二
十
二
年
十
月
十
五
日
（
金
）

場
所
・
松
山
（
株
）
三
階
ホ
ー
ル

講
師
・
鋤
柄
農
機
株
式
会
社

　
　
　

取
締
役
専
務　

鋤
柄　

勘
治
氏

演
題
・｢

温　

故　

知　

新｣

第
十
八
回
文
化
講
演
会
の
開
催

 

理
事
会･

評
議
員
会
開
催

新
入
社
員
の
研
修
見
学

平
成
二
十
一
年
度
当
館
見
学
者

逝
去 

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

第
十
九
回
文
化
講
演
会
決
定


